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１ 背景と目的 

株式会社スタートライン（以下「SL」という。）は、

障害者及び事業主の双方に対して、文脈的行動科学を基盤

とした支援技術による職業リハビリテーション（以下「職

リハ」という。）サービスを提供している。また、SLで
は、2023年の障害者雇用促進法の改正により事業主の責務

として明記された「雇用の質の向上」をより一層推進する

ため、職業リハビリテーションの現場で発生している事象

全体に対してスーパーバイズ機能を持つ『支援スーパーバ

イザー』（以下「支援SV」という。）を、弊社CBS
ヒューマンサポート研究所内に配置することとした。 

支援SVがサポートする内容について、図１に示した。

これらのサポート内容は、スーパービジョンの機能として

管理的・教育的・支持的・仲介的の４機能に整理されてい

る1)。しかし、職リハ領域におけるスーパーバイズの重要

性については数々の調査や研究がなされている一方2)、

スーパービジョンの効果を４つの機能に分類し調査した研

究は少ないのが日本の現状である。 

 

図１ スーパービジョンの４機能と特徴 

そこで本稿では、SLにおける支援SVのスーパーバイズ

機能の効果を確認するため、アンケート調査を実施し、

スーパービジョンの４機能に基づく整理・分類を行なった

結果を報告する。調査結果をもとに、効果的なスーパービ

ジョンの在り方と、今後の支援SVの課題について検討し

たい。 

 

２ 方法 

(1) 支援SVによるサポート内容の分類 

2023年７月から2023年12月までの支援SVによるサポー

ト内容を、４つの機能（教育的・管理的・支持的・仲介的

機能）に分類した。 

(2) アンケート調査の実施方法の概要 

支援SVのサポートの効果を確認するため、アンケート

調査を実施した。調査概要および分析の方法は、以下のと

おりである。 

ア 対象者の属性：SL社員のうち、支援SVと連携した部

門のサポーター（様々な社歴・階層の20代～40代の男女） 

イ アンケート回収期間：2024年１月15日(月)～2024年２

月１日(木) 

ウ 回収手段：Microsoft FormsによるWebアンケート 

エ 調査票の形式：アンケート調査の設問内容等を表１に

示した。設問数は10問、回答形式は、単一回答、複数回答、

自由回答、段階評定法（４～５段階）の４種類を、設問内

容に応じて設定した。また設問内容は支援SVとの連携に

ついて問う内容であった。 

表１ アンケート調査の設問内容 

 

 

３ 結果 

(1) 支援SVのサポート結果 

2023年７月～2023年12月までに、支援SV２名がサポー

トを実施したケース数は25件、拠点数は17拠点、サポー

ター数は35名（サポーター総数は183名）であった。支援

SVのサポートの内容541件を４機能に分類し、各サポート

内容の件数を付した結果を表２（次頁）に示した。 

(2) アンケート調査の結果 

支援SVの効果に関するアンケート調査のうち、設問６～

９の結果を、図２および表３～５に示した。 

 
図２ 設問６の回答結果 
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表２ 支援SVによるサポートの内容と機能別分類 

支援SVのサポートの内容541件は、スーパービジョンの４機能を網羅す

る内容であった。 

 

表３ 設問７の回答結果 

■「役に立った」内容のキーワード抽出と機能別分類 

 
役に立ったとされるスーパービジョンのサポート内容は、「組織的な視

点に立った支援の在り方」、「支援するときに必要な視点取得スキル」、

「生じている問題に対する施策の実践スキル」、「クライアントの状況に

応じた組織的段階的支援」等、教育的機能、管理的機能の順に高い結果と

なった。 

■「役に立たなかった」内容のキーワード抽出と機能別分類 

 

 

 

 

役に立たなかったとされるサポート内容は、「業務遂行のための組織的

体制づくりの不足」、「組織目標と支援SVの提案のギャップ」、「現場

の実践スキルと支援SVの提案のギャップ」等、管理的機能が中心であっ

た。 

 

表４ 設問８の回答結果 

 

 

 

 

 

 

支援SVのサポートによって生じた変化については、「サポーターの変

化」が47％で最も多く回答された。 

 

表５ 設問９の回答結果 

■「サポーターの変化」の内容のキーワード抽出と機能別分類 

 
支援SVのサポートによって生じたサポーターの変化の内容は、「専門

知識・スキルの習得支援」、「組織内外の役割と責任の明確化」、「組織

的アプローチのポイントの整理」など、教育的機能が過半数を占めた。 

 

４ 考察と展望 

アンケート結果から、支援SVによるサポートはスー

パービジョンの４機能を網羅する内容であり、効果的で

あったことが確認された。 

サポーターが最も役に立ったと感じた支援SVのサポー

トは【教育的機能】に関する内容であり、支援SVのサ

ポートによって生じたサポーターの変化としても、【教育

的機能】が過半数挙げられた。このことから、スーパービ

ジョンの４機能のうち、サポーターにとって最も効果が感

じられ、かつニーズが高いと考えられるのは【教育的機能】

であると示唆された。 

一方、スーパービジョンの【管理的機能】は、サポー

ターが役に立ったと回答した数も多かったが、役に立たな

かったと感じた内容としても挙げられていた。今後【管理

的機能】の効果をより高めていくために、アンケートの回

答結果に見られるように、個々のサポーターのスキルや拠

点の人的環境など、支援SVが情報把握を丁寧に行い、業

務遂行のための組織体制づくりや、サポーターの実践スキ

ルの向上を図り、支援SVの提案とのギャップを減らして

いく必要があると考えられる。 

また、【支持的機能】【仲介的機能】は、支援SVのサ

ポート内容としては実施している（表２）が、サポーター

は効果をあまり実感しなかったようである。スーパービ

ジョンの支持的機能は、支援者のメンタルヘルスケアとし

て不足が指摘されていることから(2)、弊社においても今後

より注力すべき機能であると考える。また、仲介的機能の

不足については、チームアプローチや多職種連携などを、

より積極的にサポートしていく必要があると思われる。 

今後も引き続き、アンケートの内容をより精緻に分析す

ることで、支援SVの効果的なサポートの在り方を検討し

ていきたい。 
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